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ホワンブーチャン シャ ン ハイ

4. 黄 涼 江のほとリ ー一上海'
”ン9可ホワガ—和ン

朝の上海、黄浦江の河岸の風景。太陽にきらめく河面を行〈小船の群れ、対岸は朝もやに煙る。

河匠沿つて細長く就くかつてバン ドと呼ばれた址帯は、現在では禄地帯となつており、早起きの老

人たちが殺人づつのグJレープ忙なつて太蹄学 （一稲の体操）をやつたり、子供たちがかけまわった

りしている。 こうした人 々は何と消んだ素朴な眼を持つている事だろう。年末なプ ラウ スとスカー

ト、注たはシャツとズポン。けして槃かなみなりではない。しかし清潔であつた。また何とたくま

しい姿であろう。首すじをのばい胸を張り大はば妬歩く姿。このたくましさと素朴さは大都会の

住民の姿ではない。大地をがつしりとふ支えたf9民の姿であり、立ち上つた 7億の新しい中固人の

姿であった。

この上洵、黄浦江のほとりは、 かつて英、米、仏の租界地であり、犬と中囲人が一歩も踏み込め
トンファン杞／

なかつた辿城であった。それは映画 「東方紅」の一場面、苦綿の時代 9疋象徴的に描かれている。瓜

いsilkと面かれた木箱を背によるめ〈若力たち、これを瑚うつ親方と外匡商人、幼い子供を売り

出す母臥エイホホ、エイホホとかけ声の人る暗いメC デイ ー、 ・母子の悲しみを奏でる胡弓の音。

圧迫された民族の怒りをこめた終幕から次のインク ーナンヨナルで始るロジア革命成功の喜ぴの揚

面へと、あの一抄面が鮮やかにこの朝に よみがえつてくる。現任その歩面となつた黄浦江のほと り

. (re立つ。

今やかつての上海は全て消え去つたのである。そこ侭は新しくこの町の王人となつた、た＜衣 し
チヨンジャントン

く素朴な人々で満ちているのだ。その変化のあとをたどつてみよう。まず黄油江の筏とりの中山束
Jレー スーチヨ舛—

路についてみると、 この道路の北の起点は、政浦江と支流の蘇州河との合流点にかかる桶から始る。

この枷はかつてガーデンプリツ 、ジと称されて、通行するには外且屯人は無科、中国人は有料という椅

であった。 この稲を渉つたむこう側は旧米固和界剃であり、その入口t芍笠える 10放附建ての建物
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はかつてはプロ ードウ エイマンシ ョンと呼ばれ、 日本の東亜研究所もあったと いうが、現在は上海
ホ： ゥ

大炭と呼ばれる。その呉侭続く卸瓦だての町なみが日本人してな じみ深い虹口である。桶の手前の中

山東路lCはかつて外国人経営の商社がならんだ地域である。 しかし現在はこれらの痙物は、上海市
・ ホーピンフアンテイエン

人民委芭会、海徴クラプなど沢究つている。私たちの宿泊 した和平阪店は 2D世紀の始め英国人に

ょって翌．t設されたキャ七イホテルであった。そして、外臣船のむらがった河雨は現在赤い星をヘ

さきに済けた船か行き交う。
ナンチンルー

中山東路忙丁字型匠交る南京陀は、東京ならば銀座通りとでもいうべき商1苫街であ る。ここにも
ョーイー シンャワ

晶忽ビルが立ちならぶ。友誼莉店、汁ー百貨店、新華缶店と、その他衣類、靴などの日用品から、

似すずり、美術品な どの祖j店支であるが、そのほとんどが配営である。この南京路が中央櫛で西
ツアンルー

蔽路と交差する西角匠人民公岡がある。これはかつてトパクで有名な上海競馬場であり、時計台の
ターシ土江

ある＇患物は 上廂肉書館となつている。 i世故路を南進すれば、かつての歓楽地大世界忙至る。現在は

健全娯楽のセンクーだ。南京路を中心とするいわゆる遠華街の印象は、連栃か ら見るな らば、戦前

の銀座とでもいえようか。現在の東京、香港、バンコクなどiて見られる無国藉な四角いピルではな

し沢、それぞれが高い塔や、三角の屋根をもち、色も冷たい白や灰色ではな く、茶や黄色みがかつ

た暖色が多い。以前の上海を知る人は、密籾そのものはほとんど度化していないという。その古め

かしい洋風塾築が、かえつて咽みを加え、現在の且蔀な植民地型都市には見られないふんい気を惑

じさせる。だが、これらの壁には鮮やかな赤地に白で、大き〈混挙毛沢東思想、文化大革命万オ、

などのスロ ーガンが挙けられている。それがこの古めかしい洋風建棄とり して不調和ではないのだ。

それはなぜだろうか。

上海の町は、いわゆる都市の概念をくつがえす町であり、その意味で蚊も新 しい都市なのではあ

るまいか。かつての都市が、袋村からの脱出者に より建設された自由市か、また該村の支配者によ

り建設された政治都市、産染都市として発生したのに対い ここは役村に直結した性格を持つので

はあるまいか。印国忙おける印象の唸きの一つと もいえるのは、 どこ妬住む人問も同じ顔とい う点

である。その意味で、いわゆる都会風という人間は少ない。これは最初匠いつた素朴な設民の顔と

いう印象に象徴されよう。それは日本人、 とくに都会に住む 日本人から見れば、あまりに もやぽつ

たくて見てけいられない人逹という紺になろう。しか ら それが中国の特徴なのである。逆に中国

人の葱る東京の印象は、 「かつての上梅の ようだ」のー語につきる。退廃と表而上の咲栄侭満ちた

けばけばしさ、そのかげ侭ひそむ欧米崇拝と模倣花 よる尻せの女化生活。それらが独立固というな

の匪妬存在する新しい梢民地型の都市。Tolc:iC。それは 30年前「上海プルース」 に歌われた上

甜そのまさだということになるe この歌と蛉近の流行歌 「二人だけの銀座」とのおそるぺ き共通性。

知らぬ閻に侵されている栢民徘女化妬今さらのよう侭気づくのだ。
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新しい上海｛Iて住む人々の生活の一維をうかがつてみよう。現在のこの町は極端妬いうなら夜はな

い。なぜなら各工場は 1日3交代制であり、通勁用の自転車、工場の トラック、またバスなども夜

半過ぎtcも走つている。夜半休むのは黄泥江の渡鉛。さらにむし裟い獲の夜は河岸はク涼みの人々

で12時すぎ支でにぎわう。朝は 日の出前から晏民の野菜車が町を行き、太I畢が昇る頃には町のあ

ちこちで民兵訓錬が始さり、子供や老人は河岸や公園に第つてくる。日中の上庶、それは この町が

まさ しく 80 0万の人口を持つ大都会である革を誇職させるiて十分たほど町侭人が襄る。南京路の

歩滴はゆったりとした人波。デバー ト、商rm忙買物客も多い。だが何といつても客の多いのは摂店

である。熱心匠伽から轡籟をおろしてはページをくつて調ぺている。中居で安い物は食料品と岱玲。

比較するの！ては少 抽々理があるかも仰れないが、智い埋めた底兌を北京で郵送したところ、 5 kg 

の包が何と 6個あり、 この代金は約 10 0元 （15. 0 0 0円）いか（で安いか。 日中の人通りの多さ

は、 5交代勅秒うのIJ):Iけ番の労檎者という存在を考えに入れないと、不審に思えるかも知れない。

これらの人々は南京路の災使な ど（てある1n村と称する仕？瓦づみの家に住む（凪旧市の外飼に抑け

た地域の新村と称する 日 本の団地に相当するアバ ー 1• に 住んでいる 。 ある新村をたづねてみる と 、

パス辿りに曲する泡物は一陪が滴店となつているゲタパキ住宅、 ある一軒の家を訪問する。王人は

6 1オで当年4月に紡紋工j杭を定年退職し、妻と息子の 3人暮し、一家の総収入 14 0円（約 2.1 

万円 ）音1：器は 31杞あり、台所は 2卓．t共IRJoそれで琢循は 9円 3(1銭 (13 9 5円） 1ヶ月の生油吠

は 1人 13 ~ 1 4円 (20 0 0円前後 ）。 まさ忙う ・やましい限りである。私たちの迪されたのは、

ペッ トとク ンス‘,1ぷ由が並び、 さつばgとした酌向きの部器で、前面にペラ ンダがついているのも

日本の団地風である。 このようなアバート の拶式は今や全批界的な ものであるら しい。体格の良い

王人と、半白の妥を したvcとやかな主社。日 本流(re.いえは良いど隠居夫甚なのだが、 この夫婦の生

ぎた時代のきびしさ、兵火にじゆうりんされた上海の町。劣悪な条件のも とでの労i戯，そしてたど

りついた老後の生泊は、かつて寮條も出来ない形で衣われたのである。現在の毬ひ＇ と過去の舌しみ

を、主人は背年Vこ語りかけるのを老後の仕琳としている。・クンスの上iた時計と並ぺてししゅぅで出

来た毛沢束の肖像と、本箱に並んだ毛沢東．`峨梨が、 この老人のすべてを語っている。 これが、珀在

の中国における老後の生活たのである。老後の安定を求めてあくせ くしている自分たちが、 この時

ほどみじめ疇じた紺はない。しかし、この生活を手にする 匠は多 くの固胞の血が流されている

ことを忘れさせ古いとする老人のギラギラ光る胆。
ホワ トン

市街西方の華束師範大学を訪れれば、そこは一大緑地帯で、校内に川が流れ、数力所にわかれた

遮卯場と典腺をもつ。校舎の連坪r:t1 5万加。 しか し釣師93 4名。 学生 41 2 9名。これらの学

生は全寮制。授業料 ・寮特は固家負和、その上径しい学生には学校から笠総費が出るなど、 日本か

ら見るとこれも うらやま しい和ばかり。学生故`人 との対話。特中休暇とはいえ文化大革命Vこ参加し
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中 国旅行のコ ー ス

て学習中とのこと、そして将来については困家の要

麟に従うとだれもがいう。校庭の木陰侭椅子を持出

して毛沢東語録を読む学生たち ，今思えば彼らこそ

紅衛兵なのだ。しかし彼らは明かる＜無邪気で親1:51

な若者たちで、私たちを歓迎 して芝生で厳をうたつ

てく れる。 「大店を行 くには舵手忙たよる」 私たち

と肩を組みあって「東京ー北京」夕森れの校庭いつ

ばい(9Cその吹声はひびく。記念fてその一人からもら

つた赤い毛沢朱のバッジ ，それは写輿でみる紅術兵

のつけているものと同じであった。

中国の誇る大塑水圧プレス1殺をもつ工場で、水平

クレー ンをあやつる女性労 1炉，｝者。 現 J•加の貨任者ら し

いひさしまった表偕を した労切者。作業衣の若者。

6, 0 0 0人の労偽者中、女性は 1,0 0 0人。 屯工染

への女性の進出が呑しい。勿謡男女の行金は同 ら

最高 12 0元 (,18.000円）、取低・40元(6.0 0 0円）とt釦，丘元は少ない。しかしこのよう

，な工楊では岐少年令 18才で（也〇軽工.,襄よりも年令kt贔い。このエ塙王催の昼食会では、毛沢束思

想の学習状洒底・団かせてもらえたo毛沢束思想の学習とは、矛届絣脊の考え万を実線(ICI応用する、つ

まり 人間の息考の論理椙成にある。これを知る叶位；出来たのは実に楽 しかつた。そして、 このよう

な思考体系を罷桜すること（てよつて、今まである距紐をたえず倦じさせられていた中居l人との対貼

が、 よりスムーズ妬なつて行ったのである。

少年文化宮、それは少年たちの佼外匹おけるサークル活前の場であり、科学、交化両面の敦育活

動を行なつている。 ここでは客一人|て一人の采内役の少年少女がつく。私tてついたのは小学 4年生
イン

の忍ちゃんという 女の子。耳の籾で髪をピニールのひもで諾んだ、大変おとなしい少女だつたが、

9)ゥフーヤ
革命の祭牲になつた女性烈士対胡苅の椋の前に立ち、服を1人噌やかせて、 こうなりたいと叫んだ。そ

して訳営でくりひろげられた歓迎の学芸会。出しものは、チペッ ト民愧風な メロ デイ ーをもつ「毛

王席よいつまでも＇ぉ元気で」行進曲院の「毛主席は父母よりも親わしい 」「大海を行く には舵手匠

たよる」「私たちは王念の銃をになう 」またペトナム支援の子供万才o 府単な衣装をつけての踊り

や、表蔀唱とよばれる！iり作をしながらの闘わなどを県命に演じてくれる。喋堂にあふれるばかりの子

供たち代はさまつて、小さな椅子に吃つて見ていると、幼い日の学芸会が目紅浮ぷ。私の幼い日。

日中戦争たけなわの時代。あの悲恒臆をもつた戦争劇と、 ころして見ている気台とは、一致した方
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向にすべてが進むとい う面では同様tて見えなが ら、その内容は全 く違 うものだという忠妬気づ く。

子供た ちの明る さと、元翅さ、そこには悲恰感などみじんもない。あるのは祖国建設の意欲だけ、

あの日本の戦争数曲の哀愁を帯びたメロデイ ーとこの行進曲の達い。民族楽器の音がみごとに行進

曲妬のつて浣れる。

齢浦江のほとり。夕在れがせ注る、再び対岸がかすみ出す、長い影をひいてバスが走る。しかい

この夜のない跨岡する町上海は、活釦てみちた空気をそのまま忙明日へつながろうと している。子

供たちは公肉や街路陀むらがり、．禾l、たちを見上げている。これも朝と同じだ。中酌とけ、上海とは、

それは偲：大な『村 なのだ。たとえ、植民地時代の洋現屯活をそのまま残していようとも、 この町の

主人公である人々 は、土の匂いを忘れ去つた者1（会人のひ弱さを少しも持たず、連続する明日侭むか

つて歩んで行く｛旦、民のねばり 強さをもちつづけている。この人 の々も つ力が、上海を生れかわらせ

たのではなかるうか。

粁木千枝子

モ スクワ ー プラハ ーワ Jレ

3 つ の都市の印象

1 9 6 5年 8月から 1D月にかけて、僕は法政大学から出張を命ぜられ、 チェコスロバキアで哨

かれた国際柚迎学会の小委負会（て出席しました。往復．にはソ連 ・ポーランドを迎過しました。糾艇

部で これについて何か曹きなさい、 とのこと です。海外旅行プームとはいえ、これらの図 ぐにへの

旅行は、まだ珍ら しい段階なので、私に戟簸依頼があったのだろう と思います。求められるま幻'C

街のついたことを密きま しよう。

1. 11T r av e 1 i s 'l'r o u b 1 c " 風俗習恨のちがいは申す尻およばず、私の行

つた項はレッキとした社会主義の本家本元なので、この（太糾上のちがいがどう感じられるのだる

うか ？ いるいろな紀行交が刊行されてお り、 ちょつとさ戸んだだけでも、 ソ連的ピューロークラ ・ン

ーのこきおろし、ホテルの不衛さと不親切さ、ひと・いのは、それらの先入親がピクリとあたってい

たのを自誇するありさ花。こんなのを乾んでみると、まさ侭虻；:行苫i9-Tのため（疋社会主毅国侭ゆ くよ

うな感じさえする。そうでなければ逆忙ペクぼめの文浩。これは自分で見て（ぷ除するよりしようが

ないと思うようになつた。まあ、佃とかな るだろう ・・・…。 トラプルの汁’1号は出発直前にやつて来
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